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日本沙漠学会第 114回理事会（新旧合同） 議事録 

日 時：2014年 4月 18日（土）13:00～14:55 

場 所：東京農業大学世田谷キャンパス 生産環境

工学科農業ロボット工学研究室木工室 

現役員 

出 席：豊田裕道（会長），小島紀徳，長島秀樹（以

上，副会長），牛木久雄，川端良子，白石雅

美，田島 淳，高橋新平，森尾貴広，矢沢

勇樹，吉川 賢（以上，理事），安部征雄，

渡邉文雄（以上，監事），島田沢彦，鈴木伸

治（以上，総務委員），的場泰信（オブザー

バー）， 

委任状：中村 徹（理事） 

次期役員予定者 

出 席：小島紀徳（会長），吉川 賢，渡邉文雄（以

上，副会長），川端良子，酒井裕司，白石雅

美，鈴木伸治，田島 淳，田中 徹，豊田

裕道，森尾貴広，矢沢勇樹，吉崎真司（以

上，理事） 

Ⅰ．審議事項 

１．第 113回議事録（案）確認 

・配布された議事録案を一読し，承認した． 

２．名誉会員の推挙 

・学会への多大な貢献を称え，安部前々会長（現

監事）および真木前会長を名誉会員へ推挙す

ることが提案され，承認された． 

３．2013年度学会賞の審査報告 

・審査委員長の吉川理事から，北村義信会員（学

術論文賞），石本雄大会員（奨励賞）の推薦が

あった旨説明がなされ，承認された． 

４．片倉もとこ賞 

・審査委員会幹事の高橋理事から片倉もとこ賞

の概要およびメダル製作状況について説明が

なされた．またこれに伴う内規改正について

諮られ，承認された． 

・メダルは，計 20個が納品され，総務が保管す

る． 

・消費税率の上昇に伴う刻印代金の増加の有無

について，業者に確認する． 

・故片倉もとこ名誉会員のご夫君である片倉邦

雄氏にも授与式にご参加いただき，メダルを

贈呈することが提案され，承認された． 

５．2014～2016年度日本沙漠学会役員について 

・選挙管理委員長の高橋理事から，選挙結果お

よび経緯について説明がなされ，役員案が確

認された． 

・新理事会の監事について，中村理事と高橋理

事が推薦され，承認された． 

・今後の理事会へのオブザーバーとして，現安

部監事に参加の依頼がなされ，また各分科会

からも代表 1名の参加を依頼することが確認

された． 

６．2014年度総会への提出議案について 

・資料に基づき，以下の議題について審議し，

承認した．①2013年度事業報告（総務担当 田

島理事の報告），②2013年度決算報告（財務

担当 矢沢理事の報告），③2013年度会計監査

報告（渡邉監事の報告），④2014～2016年度

日本沙漠学会役員案（審議事項 5に同じ），⑤

2014年度事業計画（総務担当 田島理事の報

告），⑥2014年度予算案（財務担当 矢沢理事

の報告） 

・会員数を増やすための取り組みや，口座の管

理方法について審議した． 

７．その他 

・2014年度秋季シンポジウムのテーマについて

企画委員会から提案があり，引き続き検討を

続ける．また 11月 15日（土）を目処に開催

することを確認した． 

・第 26回学術大会（2015年度）について，秋

田大学と秋田県立大学の合同開催として検討

を継続することが確認された． 

・学会誌発行遅れの対応について，作業や負担

が集中しないように今後検討していく旨，確

認された． 

・日本学術会議公開シンポジウム「人工降雨に

よる渇水・豪雨軽減と水資源」（6/26日本学術
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会議講堂）に対する後援依頼が真木会員から

あり，了承された． 

・乾燥地農学分科会の経団連自然保護基金助成

が採択された旨，分科会長の的場会員から報

告があり，事後承諾された． 

・次回理事会は 5月 31日（土），東京都市大学

にて開催することとした． 

Ⅱ．報告事項 

１．総務委員会：Web管理者は，石山会員から島

田総務委員に交代する．理事会決定内容の公開

以外にも，Web配信内容を柔軟に更新していく

こととした． 

２．編集委員会：進捗状況と今後の委員会開催予

定について報告があった．最終原稿作成時の規

定簡素化の検討について要望があった．また次

期委員の人選について，5月 10日を目途にまと

めることが確認された．委員会の開催頻度や学

会誌の電子化等について今後検討を進める． 

３．第 25回学術大会について：準備・進捗状況，

当日の注意事項等について，吉崎大会委員長（東

京都市大学，次期理事）より報告があった． 

４．ICAL-2について：川端理事から進捗状況の報

告があった．参加費が決定（$400）したこと，

日本からの参加者については，事前に各自

¥45,000を集め，沙漠研究での発表論文印刷代

を残して一括して送金すること，ウズベキスタ

ンへの渡航経験者との同行を勧めることなど． 

５．その他：3月 26日に開催された地理学連携機

構合同総会について，出席した豊田会長から報

告があった． 

 

 

 

以上 

 

 

 

 


